平成25年度　第３回櫛引地域審議会　（会議録・概要）
○日　時：平成２５年１０月３日(木)　午後１時３０分から午後３時２０分まで
○会　場：櫛引公民館多目的ホール
○出席者：敬称略
（出席委員）渡部俊美、斎藤ゆう子、小野寺雄司、秋山文雄、上野重和、澤川宏一、
佐久間泰子、工藤治樹、佐久間忠勝、今野愼太郎、成田勇、齋藤美恵、
清和ふみ子
（欠席委員）成田新一、渡会昇、秋山武彌、松浦安雄、伊藤信、森　薫、今野亨
（市側）櫛引庁舎支所長佐藤孝朗、総務企画課長今野勝吉、同課主幹菊地ゆかり、市民福祉課長本間俊司、産業課長齋藤功、同課主幹佐藤浩、総務部南部税務室長工藤幸雄、建設部南部建設事務室長補佐澁谷清、地域振興課主査三浦裕美、総務企画課主査菅原正一、同課専門員大宮将義、同課主任梅津一成、同佐藤文博
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１、開会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：30
総務企画課長

　ご苦労様でございます。ご出席の委員は過半数以上でありますので、この審議会は成立いたします。それでははじめに渡部会長からご挨拶をいただきたいと思います。

２、あいさつ

渡部俊美会長（以下会長）

委員の皆さんには、お忙しい中ご出席をいただきましてありがとうございます。

本日の会議にご参集いただき御礼を申し上げます。

櫛引地域の稲刈り作業については、好天に恵まれ順調に進み、ごく一部を残すだけで、ほぼ終了という状況になってきており、喜んでいるところではありますが、これからまだ果樹の収穫も始まりますので、皆さん大変忙しい中でのご出席に感謝を申し上げたいと思います。
さて、前回の地域審議会から一カ月あまり経過いたしましたが、前回申し上げましたとおり、これまでの議論を踏まえて、議論整理の一助となるように提言書のたたき台的なものを事務局サイドでまとめてもらっております。それをこの地域審議会で色々と意見をもらってから手直しをして、１１月の地域審議会で精度を高めたものを提言書(案)として、改めて検討するということで進めたいと思っております。

また、提言書は要望書とは違う訳ですし、具体的なものが入っていても良いとは思いますが、余り細かい点まで網羅して作成する必要はないものと思っています。

テーマに沿って、大きい事項に係る方向性を提言の形にまとめることで、これまでの議論整理にもなりますし、市長に対してという以外にも、地域の住民にもわかりやすい形でまとめていくことが大事なようにも思いますので、よろしくお願いしたいと思います。本日は、大変ご苦労様でございます。
総務企画課長

　ありがとうございます。次に佐藤支所長よりご挨拶を申し上げます。
支所長

委員の皆様には、収穫の秋で何かとお忙しい中、第３回の櫛引地域審議会にご出席をいただき誠にありがとうございます。
　さて、これまで櫛引地域審議会については、庁舎としての重要事業や、鶴岡市総合計画、地域コミュニティ基本方針の策定、あるいは学校適正配置の関係など、本市の大きな施策や計画などの策定についてご意見をいただいて参りましたが、榎本市長の就任以降は、地域毎に独自に協議テーマを定めて議論いただき、地域振興のための提言書としてまとめて、会長が市長に提言するということになっております。

　この度のテーマについては、「住民主導の広域コミュニティ推進組織について」と「住民参画型の賑わい創出について」の二つとしておりました。
　これまでの議論の中で、櫛引全体で住民自らが主体的に地域づくりを議論して活動につなげていくことの重要性や、そのための広域コミュニティ組織の必要性、そして現在の２１の単位自治組織を堅持していくことなどは共通認識されてきたものと思います。ただ、組織の中身や活動分野、運営手法など具体的な部分については未だ議論が十分でないため、これから小学校区を単位として進んでいく他地域のコミュニティ組織の成り行きも見ながら、更に議論を深めていく必要があると考えております。

　渡部会長さんからもございましたが、議論整理の一助として事務方で提言書のたたき台を作成してみましたので、更にご議論をいただければと存じます。

１１月下旬にも、第４回の審議会を開催する予定でありますので、本日の審議を踏まえさらに修正整理しながら、１２月の提言書提出に向けて進めていただきたいと存じますので、ご理解ご協力をお願いいたします。

総務企画課長
　それでは、協議に入る前に配布している資料の確認をさせていただきます。

　　　　　－　事務局確認　－

３、の協議事項につきましては、渡部会長に進めていただきますのでよろしくお願いいたします。
３、協議事項

会長

それでは、協議に入りたいと思います。

本日は、（1）の櫛引地域審議会の提言書の検討についてだけですが、資料の準備があるようですので、事務局の方からはじめに説明をお願いします。
総務企画課長

　　　－　資料１、資料２、について説明　－
会長

　ありがとうございました。

はじめに、私からの提案でありますが、前回の会議録については、皆さんも事務局からもらって読まれていると思いますが、櫛引の会議録は割と細かく記録していると思っております。今回は、提言書のたたき台を直していくワーキング作業でもありますので、大事な部分を記録しておく必要はありますが、会議録については少し簡潔にしてもらっていいと思いますので、その分、委員の皆さんは発言することに慎重になりすぎず、思うところを遠慮しないで発言していただきたいと思います。
今日は、後でご出席の委員全員から一言ずつ思うところのご発言をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。事務局の方も、そういうことでいいですか。
それでは、提言書(案)のたたき台についてご意見のある方。具体的にここをこのように直した方が良いという意見も含めてどうでしょうか？

成田勇委員
　私は区長もしておりますので、地域コミュニティ等については、地元の地区において説明し理解してもらえるようなものでなければならないという視点から、発言させてもらっておりますので、よろしくお願いします。
１頁の「広域コミュニティ組織を有しない櫛引地域」というところの記載については、大きな課題があるように思います。これまでの評価、それから広域コミュニティ組織を有しないということで、あるいは有することによってより希望がもてるようにしようとしているのか、この辺が分からないところがあるのですが、「一方」のところから「価値ある地域資源を全体で掘り起こして共有し、それを地域全体で活用した活動につなげていく住民意識の醸成が十分に行われていなかった側面・・・」と、この辺の文言が言っていることがよくわからないのです。具体的にこういう展望があったけれども、それが広域コミュニティ組織がなかったから出来なかったんだ、というような視点で見たとき具体的にどういうことを言ってるのかが１点。
それから、その下の合併前は町議会がありその町議会がなくなったために、「地域住民の代表が話し合う常設の組織がなくなってしまったことで、・・・行政主導の形で進められることにもなり」という言い回しでありますけど、ということは、例えば区長会とはどんな存在であったのかということが一つあります。区長会においても、私も６年目になりますけど、地域のいろんな角度の話題を情報交換の中で取り上げ、それに対して行政当局は真摯に対応するという姿を私は見てきた訳ですけど、その捉え方が区長会そのものは議会ではない訳ですが、地域住民の代表であることには間違いないわけで。そして、様々な問題が区長を通して集約されているというのが合併後の現実です。
それを評価するということでは、この一文では不十分ではないのかなという気持ちが率直に思ったところであります。

それから、３点目は、「地域住民が広域で自ら企画し、自ら実行するなどの地域住民の活力を十分引き出せる仕組みの基盤となる地域コミュニティの組織づくりが強く求められている」という文言ではありますけれど、私がまだ分からないのが「住民主導の」という言葉をわざわざ付けなければならないのかが、分からないのです。今までは住民主導ではなかったかのように、誤解をされかねないところもある気がしてならないんです。「広域で自ら企画し、自ら実行するなどの地域住民の活力を十分引き出せる組織の基盤」と、この「広域コミュニティ組織」はなるのかと考えると櫛引型の「広域コミュニティ」、要するに中学校単位をひとつの基盤としたコミュニティ、これは我々議論の中で、この姿が最も櫛引型ではないかという議論になってきたと思いますけども、この「広域コミュニティ」というのは、今までの自治会はそのままあって、そしてその自治会とは別に広域のコミュニティを新たに置くんだというとらえ方でいいんでしょうね。その辺が自治会とも広域コミュニティとも、ごちゃごちゃ混ざり合って私の頭の中で、整理が難しくなってくる。  

要するに何が新しくなり、何が残り、何がなくなるのかというところが、不明確だなという感じを持ちながら、この文言を読んでみて思ったところです。大変まとまりのない話ですけど、２つめの「広域コミュニティ組織を有しない櫛引地区」のいわゆるこれまでの評価については、若干疑義を持っているということで発言させていただきました。
会長
ありがとうございました。これは提言書のたたき台として、今日みなさんに（案）として出している訳ですが、成田委員から発言ありました件について、回答できることがあるとすれば事務局で回答お願いします。
総務企画課長

　これは、たたき台としての案でございますので、不十分な部分については、みなさんのご意見をいただいて、直す作業を進めていきたいと思っています。
今までの櫛引地域の集落自治といいますか、コミュニティの評価ということでは成田委員がおっしゃったとおり、櫛引については区長会がいろんな角度から地域をまとめていただいて、行政に対するご意見をいただいている訳でございますし、それについても行政的にも真摯な形で対応してきたというのも間違いない事実だと思います。
ただ、広域コミュニティという中で、私の理解の中で申し上げますと、地域の中に区長会という組織があり、また自治公民館の館長、自治公民館の連絡協議会などがあり、他の団体であれば婦人会であったり老人クラブであったり、福祉関係の組織等が、それぞれはある訳ですけれど、そういった組織代表が一堂に構成メンバーとなるような組織というが、櫛引にはなかったのではないのかなと思います。区長さんがいろんな角度から行政につないでいくというような大きな機能はあった訳ですが、それぞれ各種団体の役割を持った人が一堂に会するような組織は、櫛引については他の地域庁舎のように地区公民館等の組織がなかったものですから、なかったのかなと思います。そういった意味で、その組織代表が参加するような「広域コミュニティ」を考えているところであります。それから、何がなくなって、何が残るのかというお話もありましたけれど、なくなるというよりは、単位自治組織では十分に担うことができなくなるような部分というのが、これから発生してくるものと思いますし、今後、さらに人口の減少が続く中では、そういったことが多くなっていくことが考えられると思います。
そういった意味で、なくなるものは無いのですが、単位自治組織では担えなくなるものが発生してきたときに、そういったものを広域の立場で補完するあるいは実施をする広域の自治組織が必要になってくるし、新たに作っていく必要があるのではないかなと考えております。
最初に申し上げましたけれども、不十分なところや、誤解を招くようなところについては、色々ご発言をいただきながら、提言書(案)をまとめていきたいと思いますので、よろしくお願いします。
佐久間忠勝委員

　私からは４点ほど、質問・意見になります。

まず１点目は、２頁の下に「広域コミュニティの組織づくり」のところに「組織自体で雇用する職員体制に加えて、組織運営が軌道に乗るまでは市職員による人的支援も確実に行っていく必要がある」の部分ですが、人的支援というのは様々な解釈ができるものと思いますが、職員を配置する場合、それから職員を兼務体制で配置する場合、それから配置はしないが指導助言するような場合と、同じ支援でも３段階位のレベルがあるように思います。ここで言っているのは、どのような考えの人的支援ということでしょうか。この表現は「確実に行っていく必要がある」ということですので、単なる指導だけでなくて、組織運営が櫛引の場合は新しいスタートになる訳でありますので、軌道に乗るまでは、市職員が少なくとも兼務体制で配置されて、新しい雇用された組織雇用の職員と軌道に乗るまではやっていくと、「人的支援も確実に行っていく必要がある」との表現でもいいとは思いますが、これを確実に提言書として中身があるものとしていくためには、「軌道に乗るまでは、職員も兼務体制にして支援する」という内容での提言にしたらどうかと思いました。これが１点目です。
２点目については、３頁の「広域コミュニティ組織ができるまで、従来型の支援の継続」でその下の説明文のように「単位自治組織に対しては集会施設の修繕等、ハード面や運営活動費等、ソフト面を継続していくこと」とあり、そのとおりでいいのですが、タイトルが「組織ができるまで」とあるので、組織ができたあとは支援の継続をしなくてもいいのかという変な理解をされると思いますので、タイトルも文章と合わせて、広域コミュニティ組織づくりと共に組織ができても単位自治組織への支援の継続を強く要望する提言にした方がいいのではないか。このタイトルでは組織ができれば、あと支援はいいのではないかと解釈できるので、内容とタイトルと合わせたほうがいいと思います。組織ができた後も、広域コミュニティ組織は櫛引一本という案が提言されており、２１の単位自治組織が今後も必要だという認識でいますので、広域の組織ができてからも支援の継続をお願いするような提言であったらいいと思います。
３点目は４頁ですが、賑わいの関係で総合運動公園やスポーツセンターは、合併前から広域での利用があった訳ですので、合併によって垣根が取り払われたとう表現でなく、合併によって広域利用が更に増えたというような表現が適切だと思います。
４点目は、同じ４頁の下の方になりますが、地域資源の伝統芸能等の代表的なものが記載になっていますが、天狗舞・獅子舞等についても各地区で頑張っており、最近では若手の会員も増えて盛り上がっているところもあり、また市でも「いきいきまちづくり事業」等の補助事業で支援している例もあるようですので、何らかの形で天狗舞・獅子舞についても表現した方が良いのではと思います。それからその下に、当地区の出身人物の記載がありますが、これに彫刻家の富樫実先生も是非加えた方が良いのではと思いました。
以上が、たたき台を読んで感じた部分になりますのでよろしくお願いしたいと思います。
総務企画課長
色々とご助言をいただきありがとうございます。単位自治組織に対する支援の継続については、佐久間委員からご指摘いただいたとおり、大事な点だと思いますので修正していきたいと思います。また、成田委員のご発言の中にもありましたけども、２１の自治組織はこれからも大事にしながら、これまでどおり継続的な支援をしていきたいと思いますし、それ以外の部分についても今のご意見を参考にさせていただきたいと思います。
それから人的支援の表現ですが、広域コミュニティ組織ができた場合、その職員体制は、いきなり広域コミュニティ雇用の職員だけではないよ、という意味での記載です。
支所長
先ほど成田委員からお話あった件について補足させていただきます。表現がまだ粗削りで、細部まで練られていないので、私どもとしても誤解があるような表現が多々ありますので、今日はたたき台ですので、ご了承していただければと思います。
先ほど言われたように、区長会は議会と並ぶようなものではない訳ですので、その辺についても誤解の無いように修正していきたいと思いますし、区長会の果してきた役割は前段にもある通り、迅速かつ的確に行政と地域の関係を作ってきたものですし、今でも大変大きい役割を果していただいているものです。
また、広域コミュニティの組織の可能性としては、個々の集落と行政の関係の他に、地域全体のことをそれぞれ違った集落の住民がいろいろ知ったり考えたり、一緒に汗をかいたりといった活動につなげていくことはできないだろうか、ということを期待しています。

例えば、記載されている東荒屋の齋藤秀一さんについては地元で石碑を建立された訳ですが、日本でも特筆される業績を残されている方であり、また松根地区でも松根東洋城さんを顕彰するような活動などについても、広域コミュニティ組織があれば、そういった活動をピックアップしながら全地域に呼びかけたり、構成員の一つとなってもらったりして、もっと大きな形で地域全体の事業として仕立てて、行政等から一定の補助金を得るとか住民からもっと広く寄附を集めるとか、そういった動きにつなげて、更にその活動を大きくしていく可能性があるのではないかということを、広域コミュニティ組織のイメージとして持っております。
今の話しは、例えばということでありますが、今回のたたき台については、皆様からいろいろ意見を出してもらって、しっくりくるものにしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。
成田勇委員
なかなか、私の頭の中でこのコミュニティの事しかなかったものですから、もう一つの賑わいのところでの議論にあまり参加してこなかったなと反省を持ちながら発言させていただきます。
実は、六十里越街道についてですが、櫛引にとっては松根地区がその登り口だとの意味合いしかないのかも知れませんけれども、西川町、朝日村時代から六十里越街道がつないできた訳です。そして松根にもつながってくるのですが、実際、注連寺から松根までの部分というのは、未開発の状態で残っていました。朝日地区の商工会の方から聞いてみますと、昨年でも８００名～１，０００名の方が松根から入っているという数字も出てきております。その入っていく方々が、松根に駐車場が欲しいということで、今年も水沢化学工場と話し合って倉庫の駐車場をお借りするなど、当地区でつないできている訳です。
六十里越街道というものが地域の資源、いわゆる古道であったり、信仰の道であったりする視点で、櫛引にとっても大きな宝物の一つではないかと思います。そういう気持ちもあって私も松根塾を立ち上げた経過がございますが、現在、その管理と整備はまったく誰もやっておりませんで、私どもの松根塾しかやっておりません。豪雨で土砂崩れがあったときは、市から入山危険の表示対応はしていただきましたが、安心して入山できる状態にはまったく手が届かないところもあります。そういった資源も、一つの賑わい創出に絡む位置づけで見ることはできないだろうかということ。また、櫛引庁舎において六十里越街道はどういう評価をしているのかを質問させていただきます。
総務企画課長

確かに朝日地域、西川町は積極的に六十里越街道を活用し、地域おこしをしているのは十分承知しておりますが、今まで私の記憶する限りでは、櫛引地域については行政が積極的に力を入れてきたということは、無かったものと思います。地域資源の活用ということでは、六十里越街道については鶴岡市の中で朝日地域とのつながりもある訳ですので、今後、振興策の中に取り込むこともできるかと思いますので、検討させていただきたいと思います。
櫛引地域については、松根塾さんから動いていただいておりますし、朝日地域も住民組織の方が動いているようです。また地域資源を活用した事業としては、朝日地域でも取り組んでいるようですので、提言の中に盛り込むことについては検討をしていきたいと思います。
産業課長
成田委員の方から、六十里越街道の林道が崩れているとのお話があって、産業課でも現場を見て櫛引側の六十里越街道を実際に歩いてみました。
また、朝日庁舎が事務局を持って、市全体で六十里越街道の活用について協議会を作っておりまして、そこから各観光協会に案内がきます。櫛引観光協会の方でも会議に出席しておりますので、これから櫛引の部分についても、どういう活用方法があるのかも含めて、協議会の中でも検討していきたいと思います。
会長　
今の発言等については、事務局の中でも検討していただいて、たたき台の中に一言でも盛り込んでもらえればと思います。

佐久間忠勝委員  
今、改めて見直してみると、２頁の上に「広域コミュニティの組織づくりが強く求められている」という表現から始まって、「櫛引地域は公設公民館一館体制に馴染んでいる地域で、中学校区単位の組織にして、人的要員を集約配置し、その財政基盤も強固なものにしていくことで、自立な活動も可能となり、庁舎の行政機能と連携協力のもと」という表現があり、さらに下の方に「行政との機密なパートナーシップを構築しながら、単位自治組織の支援や新たな地域活力を引き出す原動力の一つとなっていく具体の事業を行っていく必要がある」と、かなり重要なコミュニティ組織の位置づけを強調しております。櫛引の場合は公民館一館体制でやってきたものを、中学校区単位でやればスムーズにいけるようなことが強調されています。３頁には、前段として「広域コミュニティの設立準備委員会の立ち上げを検討していく必要がある」ということで、かなり踏み込んだ形の表現がございますし、その下の方に単位自治組織との関係や集会施設のことも載ってます。かなり具体的な表現があって、後半の方に、例えば藤島と羽黒は２６年、２７年にスタートするというような予定もあるようですが、基本方針の中では櫛引・温海は当面従来どおりとなっていますので、こういった提言もなければ、従来どおりになってしまいますので、ここで提言の内容が中学校区単位で必要だという提言になっていますので、時期だとかがないと提言の意味が弱くなると思うので、ここに他地域の事例を学びつつ、羽黒・藤島がスタートした後に、スムーズにとか速やかに、とかということを提言書に表現したほうが、当局の方では具体的に準備体制をこういうふうにするという考え方が働くと思うんです。
広域コミュニティ組織を作るにあたっては、他の例を見ながら櫛引なりのコミュニティ組織を出来るだけ早く作っていくというような表現も、ある程度力強く表現すべきではないかと思いました。
成田勇委員
私は、今の意見には反対です。私は地域審議会委員の立場ですが区長会の状況もわかります。区長会での議論は、現在のところ市が評価しているような櫛引と温海の扱いについては、このような状況に立っているというところまで、区長会では議論や理解をしているつもりですが、そこから一歩踏み込んで、力強くということでありますけれど、それを入れるとなると、これまでの議論の時間ではすっきりしないと思っています。今年は今年で２年分のまとめとしての提言であれば、冒頭発言した１頁の「広域コミュニティ組織を有しない櫛引地域」という評価については若干、表現上の問題があるという以外は、おおよそ良とするものでありますけれども、しかし、その一言を入れるということについては、私としては極めて不満であります。要するに議論が不十分であると思います。
ここに「仮称広域コミュニティ設立準備委員会を立ち上げる」というのがあるので、その中で再度検討していくということで良いのではと思います。問題は細部が肝心なんです。それをいかにも藤島、羽黒朝日がスタートした後に、直ちに、速やかに実行できるようなスタートを切るという決断を、櫛引庁舎では今できるのかということを考えると、私はまだ櫛引型の広域コミュニティ組織というものには色々な課題があると思います。 

この間、市政施行８周年記念の式典で藤島、羽黒の区長の代表とも話しあったのですが、聞いてみるといろいろ問題も持っているようです。藤島は来年からスタートすることになっていますが、今議論になっているのは、やはり交付金の問題です。交付金とコミュニティ組織とは切り離して考えられないような問題を含んでいます。だから櫛引で踏み出したら、そんなに簡単に修正できるものではないと思いますが、他地域の状況を見ながら、きちんと検証を重ねて櫛引型を進めていくような腹づもりでないと、私は後悔することになると思います。
支所長
今の、お二人の委員の発言の件に関連してのものでありますが、私の考え方は、先ほど挨拶で申し上げたようにこの地域審議会だけでなくて、他の場でもチラチラと話をした感じでは、地域の中での合意や理解について、もう少し時間がかかりそうだという感じを持っております。
成田委員がおっしゃったように藤島が若干、詰め切れていないところも多くて、かなりの頻度で話し合いをしていると聞いています。初めてのことなので他地域でも理解を深めながら調整していくことには、時間がかるようです。 

そういったことも踏まえて、今回、時期を入れたいのはやまやまですが、今の段階では具体的に何年度からという数字は入れられないのではと考えています。佐久間委員がおっしゃられたように、表現的なところは少し検討したいと思いますが、藤島・羽黒の後にすぐ櫛引が、という形は少し難しいのかなというのが私の率直な考えです。
会長

　大分時間も経過しましたので、はじめに申し上げたとおり他の委員からも一言ずつでも意見を拝聴したいと思いますので、今日発言されてない、斎藤委員の方からお願いしたいと思います。
斎藤ゆう子委員
今日、出されてます提言書（案）のたたき台ですけれど、今まではいわゆる自治公民館、それから集落自治に対して、とにかく櫛引地域は行政が縦割りでやってきたと思います。それを、これからは一歩進めて、新しい広域コミュニティ組織づくりをしていくんだという思いは、非常に良く出ていると思います。
資料３に、前回の提言書が出されておりますが、その中にも地域コミュニティが抱える多くの諸課題として、その文章の一部を読んでみますと、「特に委員から多くの発言があり、問題意識が強かったものの一つに自治組織運営にかかる住民負担の問題がある」ということを大きく掲げておりました。これは、地域住民みんながお互いに支えあって地域をつくっていくという意識醸成をしてきたものであって、なおかつ少子高齢化の進行によって、今後は困難さが増していくものだと思います。この提言書のたたき台の１頁の下から３行目について先程発言もありましたが「地域全体で活用した活動につなげていく、住民意識の醸成が十分行われてこなかった側面がある」という表現がありますが、これは「行われてきたけれど、このままでは今後立ち行かなくなる状態がある」というような事なのではないかなと思います。
結局、この資料にもあるように２７戸の集落から３７０戸の規模の大きな集落まで、今までは行政直結型で進められてきた。当然ここには、こういった社会情勢の中で問題も多くはらんできている訳です。だけども、それぞれ２７戸の集落にしても３７０戸の集落にしても、そこの区長さんなり、自治公民館長さんなりが一生懸命努力をして意見を集約してきて、今の集落をつくり上げてきているし、これから広域コミュニティ組織ができても、そこに住んでいる人は同じです。人の入れ替え戦をする訳ではありませんので、同じだということが大事な点です。また、３頁の「広域コミュニティ組織ができるまで従来型の支援の継続」というところが、私的には、公民館の集会施設の修繕等ハード面や運営活動費等ソフト面での支援を継続していくということですし、このソフト面での支援ということが、異なった地域課題があるかと思いますので、その辺、力を入れて支援指導していただければありがたいなと思います。
小野寺雄司委員

今日出されました提言書のたたき台につきましては、良くできているなと私なりには思っておりました。その中で、２１自治会で一つのコミュニティ組織をつくるということについては、私も賛成であります。そのコミュニティ組織の中で、前の資料をいただいた時には、従来の公民館の生涯学習機能に新たに防災・福祉・地域づくりの機能等を備えた仮称地域活動センターというものを作るんだという説明があった訳ですけど、そうした場合に行政としてはかなり手なれた組織があって、今まで活動してきた訳ですが、それが広域コミュニティ組織に変わってきた場合に、その中にいる職員がそれに精通してくるのかと、行政とうまくパイプ役的な活動が一緒にできるのかというものが、大変危惧されるのではないかと思います。
指定管理者を置きながら、その職員についてもこれから議論する中で、その職員についての研修等もいかにしていくのかということも大事にして考えていってもらいたいと思います。それとともに、交付金の問題とか運営費の問題について、かなり厳しい財政もあることが課題になっていくのではないかと思います。
他の地域については、小学校区単位でコミュニティ施設を置くというつくり方をしていますけど、櫛引地域については中学校単位ということで、行政区域もかなり広いものになるということで、財政的な面でも十分なバックアップをお願いしたいと考えております。
秋山文雄委員
私も、たたき台としてはまとまっていると思いますけど、各地区に区長さんがいて、自治公民館もあって、その中に様々な下部組織がある訳で、それが今一番基本になっているのではないかなと思います。そこから庁舎の方がどのように意見を吸い上げ、聞き取りしてまとめていくか、というのが櫛引の一番の課題ではないかと思います。今、現状を見た場合、そういう取り組みが一番櫛引としてまとまっていくのではないかと思います。
特に少子高齢化が進み大変な時代になっていきますが、私が思うには、今ある自治公民館組織、区長会組織に庁舎としても大いに力を入れていただいて、住民の意見を聴取できるように、それをどのようにまとめていくかというのが、これからの問題ではないかなと思っています。
上野重和委員

こちらのたたき台をいただきまして、読ませていただきましたが、非常に細部までいろんなことが書かれておりまして、一晩では理解できないボリュームだと思います。ただ、この中で「はじめに」というところに人口の減少というものがあります。今日の山形新聞に、鶴岡市の課題ということで、今日２回目ですけれど、鶴岡市の人口が２０年後には１０万人を割り込むというような内容の記事だったと記憶していますが、櫛引地区も２０年後には２２．９％の減少ということで、一言でいっても非常に怖いなと感じております。
若者が進学をして、それから帰ってくるためには働く場所がなければならない訳で、仕事をつくることが一番だと思いますので、それと連動して今回のたたき台の一番最後に「賑わいの具体的な解決策、施策」という部分にいろいろな施策が載っていますけれど、観光やグリーン・ツーリズムのところがございます。やはり、全国的に成功している事例を見ましても、観光という部分が非常に大事だなと思います。それが成功すると、人が来ますのでそこに当然仕事ができるということのようです。そうしますと、仕事があれば人が集まり、そこに人が住みそこで生活をするという循環ができてきますので、具体的な施策の部分にもう少し、観光面のものを盛り込んでいただければありがたいなと思います。
澤川宏一委員
たたき台ですが、私もこれまで協議してきた内容については、十分に取り入れた形になっているとは思っております。ただ先ほど成田委員が話されたとおり、区長会、あるいは自公連の組織もある訳ですから、むしろそちらの方でこれから更に深く検討していただきたいとも思っております。
また、賑わい創出の件で、昨年・今年と「くしびき夏まつり」を行った訳ですけど、住民が一堂に会しての場はなかなかない現状の中で、唯一、そういうイベントが企画実施されている訳です。ただ、実はまだまだ課題がいっぱいありまして、単に酒飲みの集まりになっているのではという声があるとも聞いております。もっと幅広い年代層も含めた形での夏祭りも行っていけないのかなと思っております。それについては、各組織を増やした形の準備委員会ですとか、企画委員会も必要なのかなと思っております。
これには行政からのいろんな支援がある訳ですけど、行政からいろんな知恵を出していただいて、各組織を含めた形、幅広い組織を含めた形でのイベント、かつては櫛引町時代は町民運動会もありましたし、そういったレクリエーションも含めた形での一堂に会したイベント、賑わい創出にできないものかなと思っております。
それから、上野委員からもお話ありましたけれど観光関連ですが、この間も横浜の青木小学校が修学旅行で来られましたが、もう１２年目になりますか、櫛引との交流の中で、グリーン・ツーリズムという形で交流をしてきた訳ですけど、これも櫛引地域内の各組織、各層にわたって協力はしていただいているものの、まだまだもう少し地域全体で関心を寄せて欲しいなと思うところがいっぱいあります。そういうグリーン・ツーリズム、観光も含めた形での取り組みをどうしていくかが、課題であるのかなと思っております。
一方で、農業を営む者としても、自然景観が耕作放棄地等で損なわれるようなところも現実あります。そういったことも含めて、農業という地域資源を大切にしながら観光というものにも踏み込んだ取り組みが欲しいと思っております。
佐久間泰子委員
今回の提言は、私にとっては素晴らしく、よかったなと思いますけど、私も、区長会と自治公民館をもう少し前に出した形で表現してもよいのかなと思いました。それから「具体的な解決策、施策」のところですけど、一番最後に「高齢者が生き生きとした地域の実現」とありますが、私たちみたいな団塊の世代がどんどん高齢者になっていきますけど、若い人にもっと元気になってもらわないと、支えてもらえませんので、このところが私的に少しひっかかるところです。前の提言にもありましたが、子育ての件では、行政の力もあり社会福祉協議会が認可保育園になりまして、今頑張っているところですけど、やっぱり若い人が住まないことには保育園の経営もうまくいかなくなる面もありますので、この「高齢者・・・」もいいのですが、若者や住民がいきいきできる取り組みなどの言葉を入れていただければありがたいと思います。
工藤治樹委員

平成２３年度の提言書、また今回のたたき台を拝見して、大変勉強になりました。その中で「住民参画型の賑わいについて」ということでＰＴＡから出席といる者として、一言申し上げたいと思います。
「はじめに」のところにあります人口減少、大変驚きました。人口がこのように減ってしまうと賑わいも自然と減ってしまうのかなと思って、私なりに考えたところですが、賑わいのところの具体的な解決策、施策ということで、いかに人口流失を抑え、逆に来てもらえるかということを考えた時、先日、鶴岡市全体のＰＴＡ連合会で集まった会議の中で、櫛引のイメージは教育が素晴らしい、子育てに大変適していると、旧市内はもとより藤島、温海、羽黒地区の方からもそのような声をかけていただきました。私自身も櫛引はそういう環境であったと聞いておりますし、また今後もそう環境であり続けて欲しいと思っております。そういうことから、具体的な解決策・施策として、子育てもしくは教育に特化した特色ある地域として、櫛引を今後アピールしていくことはできないのかなと思ったところです。
清和ふみ子委員　
「広域コミュニティ組織」の議論については、私にとっては難しい面があり、あまり発言できなかったのですが、みなさんの意見を聞いてそうかな、そうかなと思いながら聞いてきました。今回の提言書のたたき台につきましては、私も成田委員と同じ様に１頁目の「広域コミュニティ組織を有しない櫛引地域」というところが、多少気になりました。その中の「住民の代表が話し合う常設の組織がなくなった」というところで、やはり区長会もある訳ですから、ここは手直しした方がいいのかなと思いました。全体的に提言書のたたき台自体は、うまくまとめられているなと感じました。
直接、提言書に関してではないのですが、将来的には広域コミュニティ化になっていくのだと思うのですが、ただ、自分が心配なのは、広域コミュニティ組織になった場合、今現在やっていることが、これからどうなるのかというところが、具体的に見えてこないというところもあって、そこがもう少しはっきりしてくれば、どんどん押し進めていけるのかなと感じております。
齋藤美恵委員
何度か参加してきましたが、広域コミュニティ組織のことについては、私自身よくわかっていないなと反省しています。私の分かる範囲でお話させていただきますと、観光やグリーン・ツーリズム推進について、これは私のところに見えるお客様の意見なのですが、ここにきて、何もない所ですけどそれでもいいですか、と聞くと何もないからいいんですというお客様が結構多いということ。
それから私の場合、はじめは黒川能を見に来られるお客様を対象に泊めていましたが、今はいろんなお客様が増えました。その中で、何か一つを見に来た時に、その後の何かにつなげたいと思った時、何もないというのは、本当は残念なようにも思います。たたき台の中に課題として挙げるものではありませんが、いろんな面で、つながりが持てるグリーン・ツーリズムの推進であったらいいと思っています。
今野愼太郎委員
遅くなり申し訳ありません。広域コミュニティ組織の進め方については、時代の流れですので、やむをえない面もあると思いますが、財政の効率化のためだけに進めていくという方向では止めて欲しいと思います。今よりも地域の活性化につながる、住民主導型の方策を進めてもらいたいと思います。
例えば、合併前の調整項目がまだ未調整のものがあるように思います。一例を申し上げますと、観光協会の協会費が各地区ともかなり差がございます。特に温海は温泉、羽黒は羽黒山、朝日は年間かなりイベントも多く開催されているということで、年間予算を見ますと、温海が約１,８００万円、羽黒は１,６００万円、朝日は８００万円、藤島は２６０万円、櫛引は１０８万円というふうに、自分たちの出資額もそうですが、市からの補助金の内容もかなり違っています。櫛引の場合はどうしても産直あぐりさん、黒川能、清正公という３つが表舞台に出て、それ以外の観光という目玉がなかなか出せないという様な仕組みになっています。それは当然だと思います。予算も少ないですし、確かに事務局については庁舎職員が担当されていることはある訳ですが、鶴岡市全体を考えた場合、あまりにも差がありすぎるのではないかなと考えております。
もう一つは高齢者の活躍ということですが、そんなに多く項目を掲げてもしょうがないので、今年の方針は健康寿命を延ばすということで健康づくりに力を入れています。このことは医療行政にもつながることで、貢献度はあるだろうと思いますので、それらの取り組みを老人クラブとしてはしていきたいと思います。そのためには市の関係課、社会福祉協議会の方から支援をいただいて、これからも事業に取り組んでいきたいと思いますので、よろしくお願いします。
会長
今日は、出席委員全員から発言をいだきました。

私からも一言。４頁の第３０回の水焰の能の開催についてですが、この文言をみると段々止めていくような方向にも受け取れる文言になっているので、これからもしっかり続けていくというような方向性を出して、消極的にならないで、まだ３０回しかなっていないわけですので、これからも続けていく方向を打ち出した表現に変えたらいいのではと思いました。
佐久間忠勝委員
先ほど、広域コミュニティ組織の年度の話も出ましたけど、私も年度は具体的な表現は難しいだろうと思います。ただ、提言書となれば相当の重みがありますので、コミュニティ組織の組織づくりについて、ちゃんと意欲を示す表現が必要だろうと思います。各関係機関、組織でも今までもいろんな議論、協議をしてきたと思いますけど、意見を更に聞く必要は当然あろうかと思います。ただ、長く時間をかけてもまとまらないものもあると思います。
コミュニティの問題だけでなくて、合併後８年経過をして、今後もかなり大きいレベルで取り組むべき、地域の課題というのは次から次へと出てくると予想されます。今、これだけの提言書を出す訳でありますので、方向性はちゃんと示して、市の上の方からも理解してもらい、適切な支援が得られるようなものであって欲しいと思います。ある程度進みながら議論をして、改善すべきは改善して、協議すべきは協議をしてどんどん進めていくということも必要ではないか。その辺のことも十分配慮、考慮していただければと思います。
産業課長
先ほどの各委員ご意見の中に産業課関連のものが２点ほどございましたので、若干状況説明させていただきます。まず１点目。観光協会の件ですが、各地域庁舎に観光協会がございますが、すべて事務局職員が民間出身の方がおります。そういった方の人件費も含めた事業規模ですし、収入においては観光協会がトイレ清掃を受託するという収入もございます。具体的に櫛引の場合は約１００万円の事業費ですけど、事務局職員を産業課の職員が務めています。ですから産業課の職員の人件費を含めるとすると、これは１００万どころではなくて、加わるということですので、人員配置の部分も含めてご理解いただいきたと思います。
それから水焰の能につきましては、会長さんがおっしゃるとおり、これからも地域のイベント・財産として長く続けるようにしていきたいと思いますが、ただ、今の開催手法が庁舎の職員が開催業務をほとんど担っていて、地域住民の参画がこれまで十分にできてこなかった部分がありますので、続けるにあたっては黒川地域のみならず、櫛引地域全体から、イベントの担い手として関わりを持っていただいたうえで、続けていくのが一番いいのかなと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。
（2）その他
総務企画課長

第４回については、提言書案について改めて纏めていくということになりますが、市の総合計画後期計画の素案についての説明と委員の意見聴取もありますので、予定としては、１１月２２日午後からと考えておりますので、ご予定のほどよろしくお願いしたいと思います。

４、その他

特設行政相談所開設に係るお知らせについて　・・・事務局説明
会長
　本日は、提言書のたたき台について委員の皆さんから色々と貴重なご意見をいただきました。その意見を踏まえて、改めてこのたたき台に修正を加えたものを事務局から案として出していただいて、来月の第４回の地域審議会で提言書としてまとめていきたいと思いますので、宜しくお願いしたいと思います。本日はどうもご苦労様でした。
５、閉　会　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　総務企画課長　　15：20
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